9月議会へ④　我がまちの子どもたちを育てる取組みについて
　現行学習指導要領の『「生きる力」をはぐくむこと』という理念は新しい学習指導要領に引き継がれます。

　基礎・基本を確実に身に付け、いかに社会が変化しようと、自ら課題を見つけ、主体的に判断し、行動し、よりよく問題を解決する資質や能力、自らを律しつつ、他人とともに協調し、他人を思いやる心や感動する心などの豊かな人間性、たくましく生きるための健康や体力など、「生きる力」をはぐくむという理念を実現するために、公教育の改革は当然として、社会全体の教育力の再生を目指す、いわば「教育のための社会」を訴えるものです。「教育のための社会」とは、「人間にとって教育はどういう意味を持つのか」という根源的な問いに基づく理念でもあります。

　その一方、いじめ、不登校、学級崩壊、少年犯罪など、子どもをめぐる問題が依然として暗い影を落としています。

　それだけに私たち公明党はマニフェストには「１年に１０万人の留学生を派遣する国家プロジェクト」「小学生に農山漁村で１週間以上の自然体験研修プロジェクト」――１０年間たつと世界の現実と文化を体験した１００万人の留学経験者が生まれます。そして例えば、小学５年生全員が夏休みに１週間、共同で自然と人との交流をすれば、大きな刺激を受けることができます。

　8月10日のＮＨＫおはよう日本でも、中学生と科学者との合宿講義が放映されていましたが、これはノーベル賞受賞者などのトップと全国の中学生代表との９日間の合宿。すさまじい刺激だと思いますが、急速にこうした試みが実施され、それに賛同し、協力する機運が各界で高まっています。

　とにかく今の日本は人づくりをしなければいけません。若者を育てなければなりません。未来の日本を担う、しっかりした若者を育てること以外にありません。１に教育、２に教育、３に教育。トップリーダーを育て、すそ野を広げる――スポーツでも浅田真央さんや、イチローの活躍で象徴されるように、リーダーが育つとすそ野が広がります。すそ野が広がるとリーダーが生まれます。

　これまでの画一的な日本の教育、内向きな学校内の成績を比べる教育では、日本の未来はありません。変えなければならない。こうした意欲をもつ大人たちが、この夏、懸命に動き始めています。

　その背景は明らかです。今春、米ハーバード大学の日本人入学者がわずか１名という衝撃的なニュースが伝えられました。留学生は、日本では今、韓国の４分の１、中国の１０分の１です。それどころか、商社でも海外赴任を断る人が続出しています。若者の海外旅行も激減しています。車も持たない、あまり飲酒しない。ムリはしない。「巣ごもり、内向きの若者」への急傾斜が日本で始まっています。しかも就職できない、暑いなか一生懸命、就職活動している、苦悩する静かな真面目な若者たち。応援が必要です。

　

　子どもや若者をめぐって、こうした構造変化が起きています。各自治体レベルでも、若者支援への政策をまちづくりの根幹にすえるべきです。

（1）我がまちの明日を担う青少年育成の基本的考え方を伺いたい。

（2）我がまちの青少年の海外体験、海外留学の支援策について伺いたい。

（3）我がまちの子どもたちの自然体験学習の拡充について伺いたい。

（4）子どもたちの自然体験学習はまた、「安全第一」でなければならない。6月の浜名湖でのボーと転覆事故を教訓に、プログラムを総点検すべきでと考えるがどうか。

<<　参考　>>

・公明党マニフェスト　2010

・パワステ　意見交換ひろば　2010年08月12日　太田昭宏議長「Ｕ１８リーダーズ・・キャンプと若者支援」

・パワステ　意見交換ひろば　2010年06月19日 伊藤秀昭 「浜名湖での自然体験学習で犠牲者！」 

・公明新聞　2010/06/29　「再発防止を徹底せよ。ボート転覆事故で県教育長に申し入れ」

・公明新聞　2010/07/28　「安心して自然体験を」

・江戸川区「青少年の翼事業」

・豊橋市議会議事録　H18年3月議会　伊藤秀昭の発言：「豊橋に来ているブラジルの人たちは、なぜこの難しい日本語を覚えたのでしょうか、生きていくためです。うちの息子はなぜイギリスで英語がマスターできたのか、イギリス社会の中で、まっとうな飯を食うためなんです。だから、私はこの英語特区に１億円使うのであれば、例えばイギリスへワーキングホリデーの資格で行くには、約100万円のお金をイギリス大使館のところできちっとお見せして、面接試験と学科試験を受けなければいけません。それで、例えば半分、50万円を補助するようなそういう制度をつくったら、毎年豊橋の若者を200人、イギリスへ１年間、あとは自分たちで生活すればいいわけです。３分の１であれば350人ぐらい送れます。私はそういう若者支援こそ大切でないかと思っています」
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